
 

費用以外に関する評価（定性的評価）の実施方法について 

 

１．費用以外の評価（定性的評価）に関する視点 

評価の視点の検討にあたっては、川口市一般廃棄物処理施設整備基本計画の「施設整備に関する基本

方針」を踏まえ、表１のとおり評価において重視する視点と評価項目を整理することとしました。 

評価項目の整理にあたっては、本事業の業務に係る川口市と事業者の適切なリスク分担をはじめとし

て、事業の継続性や柔軟性の有無、事業の実施体制、先行事例の採用状況等の観点について設定します。 

 

表１ 費用以外の評価に関する視点 

※1：焼却施設より発生する焼却灰等の副生成物の資源化を指します。 

 

 

 

２．費用以外の評価項目 

評価項目設定の考え方を踏まえ、費用以外の評価（定性的評価）項目は表２のとおりとします。 

 

表２ 費用以外の評価（定性的評価）項目案 

資料３ 



 

３． 評価基準の設定 

事業方式の比較にあたっては、評価対象とする事業方式の事業方式間の優位性の差による得失等を踏

まえ、比較評価を行います。 

比較評価にあたっては、「◎：優れている」を３点。「○：標準である」を 2 点。「△：やや劣る」を 1

点として評価基準を設定し、比較対象とする事業方式ごとに評価項目の合計得点を算出のうえ、定性的

評価における優位性の高い事業方式を確認します。 

 設定した評価項目は、表３に示す評価基準で評価を行います。 

 

表３ 評価項目の評価基準 


